
25Y206 担当形態

開講学期 1

教科書
[書名／著者
名／出版社]

新しい保育講座9　保育内容「環境」／久保健太・高嶋景子・宮里暁美／ミネルヴァ書房

受講生への
メッセージ

乳幼児を取り巻く環境の意味を考え、より良い保育環境についてともに考えましょう。

参考書
[書名／著者
名／出版社]

授業の主題 領域「環境」のねらい及び内容を理解し、それを踏まえた保育を構想する方法を身に付ける。
課題等への対応

(フィードバックの方法等)
提出物を確認し、授業で紹介したり個別に対応したりする。

授業の方法 教科書・参考書をもとにした講義と、グループディスカッションによる協議。
アクティブ・ラーニングの

実施方法
グループディスカッションにより、授業内容の理解を深める。

回数 授業計画 事前・事後学修

第1回 オリエンテーション、保育における領域の意義と領域「環境」のねらい及び内容について 教科書第6章を読んで保育の基本と領域「環境」のねらい・内容について復習・予習しておく。

第2回 乳児保育における「環境」とのかかわり、学修振り返りシート記入 前回の授業を復習し、教科書第7章に目を通しておく。

第3回 モノとのかかわりを支える保育の展開、学修振り返りシート記入 前回の授業を復習し、教科書第8章に目を通しておく。

第4回 自然とのかかわりを支える保育の展開①、学修振り返りシート記入 前回の授業を復習し、教科書第9章p141～p154に目を通しておく。

第5回
自然とのかかわりを支える保育の展開②、学修振り返りシート記入

前回の授業を復習しておく。

第6回 社会とのかかわりを支える保育の展開、学修振り返りシート記入 前回の授業を復習し、教科書第10章に目を通しておく。

第7回 領域「環境」と小学校教育のつながり、学修振り返りシート記入 前回の授業を復習し、教科書第11章に目を通しておく。

幼稚園教育要領・保育所保育指針・幼保連携型認定こども園教育・保育要領／文部科学省、厚生労働省、内閣府／
チャイルド本社

第8回 模擬保育の題材探し 教科書及びレジュメ等を読み返し、復習しておく。

事前・事後
学修時間

(分／授業1回）
180分／授業1回

領域「環境」の指導法Ⅰ 科目コード 担当者 本村　弥寿子 単独

対象学科・
コース

幼児教育学科 配当年次 1年次 後期

科目区分 専門教育科目 授業科目名

履修条件
教育職員免許法
施行規則に
定める

科目区分等

単位数
必修・選択

の別
選択 免許・資格要件 幼稚園教諭必修、保育士必修

科目区分 領域及び保育内容の指導法に関する科目

実務の経験を有する教員担当科目 該当
実務の経験内容及び

科目との関連
幼稚園と小学校の勤務経験がある。この勤務経験を基に領域「環境」のねらい・内容の実践に
ついて授業を行う。

科目に含める
ことが必要な

事項

保育内容の指導法（情報機器及び教材の活用
を含む。）

授業形態 演習



定
期
試
験

臨
時
試
験

提
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物

発
表
内
容

受
講
態
度

実
習
評
価

レベル１

（Ｆ：59%以下）

①
学習
意欲

10 10
欠席が3回以上あっ
た。

②
規律性

③
知識

90 90

領域「環境」のねら
い・内容の理解が不十
分で、保育について述
べることができない。

④
技能

⑤
情報
活用
能力

⑥
課題
解決力

⑦
言語
活用
能力

⑧
コミュ
ニケー
ション
力

⑨
主体性

⑩
協働性

100 90 10合計

表
現

実
践

行
動
・
応
用

評価方法／評価指標
レベル５

（Ｓ：100～90%）

レベル４

（Ａ：89～80%）

レベル３

（Ｂ：79～70%）

レベル２

（Ｃ：69～60%）
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(
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評価方法の配点比率（％） 学修成果の小分類 尺度

学修成果の到達目標 修得する能力

創
造

知
識
・
技
能

発達段階に応じた環境
構成や援助を「環境」
領域の視点から考え、
述べることができる。

専門的知識

思
考
・
判
断

受講態度
無欠席で、すべての小
テストに取り組むこと
ができる。

欠席が1回あったが、自
ら内容を確認し代替の
課題に取り組んだ。

欠席が2回以内あった
が、代替の課題に取り
組んだ。

欠席が1～2回あり、課題
に取り組まなかった。

観
点

尽
心

態
度
・
志
向

積極的に授業や小テス
トに取り組むことがで
きる。

向学心、真面目さ

学修振り返りシート

領域「環境」のねら
い・内容を十分に理解
し、発達段階に応じた
保育について述べるこ
とができる。

領域「環境」のねら
い・内容を理解し、発
達段階に応じた保育に
ついて述べることがで
きる。

領域「環境」のねら
い・内容を概ね理解
し、保育について述べ
ることができる。

領域「環境」のねらい・
内容をある程度理解して
保育について述べること
ができる。


